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合衆国の大規模農場経営の位置と

その階級的性格

(1出〉18 

(3) 

家族農場経営から資本主義的農場経営へ

新野

問題と資料

機械化の進展と農業従事者の減少

大規模農場経歯の資本と生産の集積

農業収益と政府補慣壷

合衆国農場経首の階層区分一一諸説の検討 (以上第118，巻第1. 2号〉

現代アメりカ農業における陪観構成 1969年

小括

中

〔以上軍117巷第5・6号〉
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(以上本号)

現代アメリ力量業における階級構成一一1969年一一VI 

階層区分の方法

合衆国農場経営の階層区分は論者によって多岐に

わたっており，内外のマルクス主義的研究者の間でも，家族農場経営やそれを

しのく大規模農場経営の推計数字はまちまちである。たとえば，先述した1959

年の資本主義農場経営数にしても， B. A.マノレトヮイノフの79万農場(全農場の

(1) 

前稿"で紹介したように，

21%)という推定に対して円大内カ氏のそれはわずか 7，000農場〔全農場の0.2%)

で汽後者の推定値は前者の百分のーにも満たない。本章の課題は，こうした

研究状況をふまえ， F.エ Y ゲルスやB.11 レーニンの規定した階級定義や階

層区分の方法にしたがって. 1960年代末のアメリカ農業における階層区分を試

1) 拙稿，合衆国の大規模農場経宮の位置とその階級的性格 (2)，r経済論叢」第 118巻第 1.2古

併号，昭和51年8月〈以下車2論文と時i-)，30-37ベー山
2) B. A. MapTh!HOB， M. A. MeHbwHKoBa H A. H. TyJlynHHKoB. CmpyKmypH-ble CdOUZlt 8 

cellbC.九O.M.x0351UCm8e ClllA， 1965， CTp. 15-18. 
3) 大内力「アメリカ農業論」昭和40年.332へージ。
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みることである。

エンゲノレスやレーニンは資本主義諸国の農業をあっかう際には，主として，

「農業における資本主義の主要な標識と指標J4l-cある賃金労働者。使用規慌

をもとにし亡階層区分をおこなっており，レーーンが厳密に階層区分を試みた

1907年のドイツ農業研究では円前章の末尾で要約したように円階層区分の基

準を農場における賃金労働者と家族労働者の構成にもとずいて，ほぼ次のよう

に定めている。

資本主義経営:賃金労働者が家族労働者よりも多い経営群。

大農径岱:賃金労働者を常時使用せずにはやっτいけない経首1n，具体的には活

用労働者 1人以上と若干の臨時雇労働者を使用する経営群。

中度経営 Zないし 3経営のうち 1経嘗で賃金労働者を使用する経営群。

小農経営とヅロレタりア経営 賃金労働者をほとんど使用しない経営群"0
本稿でも上記の基準忙したがって階層規定をおζなうが8) その際， レーニ

ンがドイツでおこなりたような.一農場平均の賃金労働者数による階層区分方

法とならんで， 農場における賃金平均支出額一ーならびに請負労働 (contract

labor)・機械賃作業 (machinehire)平均支出額 より賃金労働者の平均使用

4) B. 11. J1eHHH， HOBhle )l，aHHble 0 3aKOHax pa3HHTHH KalIHT8JJ1I3Ma B 3eM月e江，eJ1HH，1. Kamna刀H3M

H 3eMJle，lleJIHe B CWA. Co四回IiUfl，4-eH3JJ;.， T. 22， CTp. 88，邦訳「レーニン全集」第22巻，
109ベ-':'::'0

5) B. 11. J1eH叫 KaOHT3JIllCTH<IeCKHH:CTpO白 COBpeMeH田 co3e旧日eJlIUI. Co叫 t1f.eflUH 4-eI13，1l，.， 

T. 16口 p.391-410， 邦訳「レ-~γ全集」靖国曹， 444-464""':ーが TeTpa.l{]]00 3rpapHoMy 

Bonpocy， Co叫 I-teHU.fl， 4田 3，!l.， T. 40， C甲 297-375，邦祝「レ エン全集」第40巻， 267-343へ
ージ.

6) 拙稿，第2論文.44-45ページ。

7) もちろん，vーニ γは，小農韮王宮とプロレタリア経蛍を厳世に区別しているが，大規模農場腫

営目分析に焦点をあてている本稿では，プロレタリア経昔の独自白分析はおこなわない。本稿で

は，賃金労働者をほとんど使用しないという点で一致する小農経営とそれ以下の階層を一括して

あっかうロ今円の合衆聞の小島およびプロレタリア経営の本格的な実証分析は，別の機会にゆず
りアニいロ

8) 筆者は.1961午時点のアバカ農諜白階層区分を試みた際には，富農中豊・誼農の三分類法を

採用したが，本稿では上記の大農 中農小農の分類法を採用する。ニ見昭氏も指摘するように，

今日のアメり力量業では， レーニ γが主として賢本主輯の高度に発達している固で採用Lている

後者の分類法の方が，より合理的であると判断したからである(拙稿，合衆国農政と農業の1貴本

主義的発展，井智隆 他踊「国軍担占資本主義と農業」上巻. 昭和4'年. [107-112ページ。ニ見

昭[現代アメリヵ農業の構造」昭和40年， 144へ ジ〉。
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人数を推計する方法を採用する。こうした複雑な方法を採用するのは，分析素

材の i1969年合衆国農業主 Y十ス」では，農場で使用される賃金労働者数〈と

くに移動労働者数)が実際より過少に報告されているからである。センサスの賃

金労働者数には良場経営者が直接賃金を支払う労働者しか加えないため，請負

労働〔移動労働者に多しウや機減賃作業の形態をとっ亡農場で使用し℃いるかなり

の数の賃金労働者が欠落ずる九また，第E章で指摘したように叩，農業の機械

化の進展 とりわけ，近年の種々の作業工程ごとの専用機械や専用施設のめ

ざましい発達 にともなって，賃金労働者の使用量の季節による変動幅が大

き〈なってきており，今日では，賃金労働者数よりも賃金支出額の方が，農場

における賃令労働者の年間とおした使用規模をより正確に表示する指標になっ

ているからである o

なお，こうした基準と方法で実証作業をすすめるにあたって，前もって解決

しておかなければならない二つの階層区分の基準にかかわる問題がある。ひと

つは，今日の合衆国におけるー農場平均の家族労働者数と家族労働者の年間平

均労働日数を，どの程度に見積もるかという問題である一一賃労働が家族労働

をしのく資本主義経営の下限を確定する際に，この推計値が必要である 。

今ひとつは，農場の賃金支出額を常用労働者の平均使用人数に換算して賃労f動

の使用規模を推定する際の，常用労働者 人平均の年間労働日数や年間賃金額

を，どの程度に見積もるかという問題である。

これら 2つの点は，前稿でも指摘したように11う 合衆国における農場経営の

階層区分をおこなう際の，大内力氏と筆者の実証方法上の相違点でもあり，あ

らかじめ，ここで験討しておく。

く農場における家族労働者の平均使用人数と労働日数〉

9) E. Bert， The 1969 Census 'of Agriculture， Political Affai吋， Vol. LIV， No. 3， Mar 
1975， pp. 18-20 

10) 拙稿，合衆国の大規模農場経営の世置とその階級(~J性枯111. r経済論叢」第117巻第5・6合併号ト

昭和田年6月(以下第l論文と略す)， 30-34ペ ジ。
11) 拙稿，第2論文， 36-37へシ。
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では，最初に，家族労働者のー農場平均使用人数と，その平均労働日数から

みていこう。大内氏は1969年のアメリカ農場を分析した際に，家族労働者の全

農場平均の人数を1959年1.46人. 1964年1.43人. 1日6日年1.32人と推計しi23，賃

労働が家族労働と均衡する経蛍群における賃金労働者の使用規模を推定Lてい

るが，この方法だけでは不十分である。 1907年のドイツ農業を研究したおり ν

ニ γ も強調しているように，家族労働者の平均人数は，農場経営規模ごとに

JI常に異なるからである o

ここではレ ニ Y の分析にならっ亡，今日のアメリカ農業における家族労働

者の平均人数を経営規模別に確かめてみよう。 1969年県業七 γ サスでは，農場

経営者やその家族員の自家農業労働に関するデータがえられないので. 1964年

農業センサスの特別報告書「農業労働， (Farm Labor)Jl3、をもとにして検討する。

約 3万の農産物販売額10万ドノレ以上農場〔クラス Ia農場〕の家族労働者のデ-3<

ーを集計していない点と，販売額 2万ドノレから10万ドノレまでの農場を一括して

集計していて， クラス Ib 農場(肱売傾 4万~10万ドル〕とクラス E農場 (2万四

4万ドノレ)の家族労働者の実態を個々には把揮できない点とが， この報告書の

欠陥であるが，農産物販売規模別に，農場における家族労慎者の使用状況を分

析することが，一応可能であるロ

まず，己の報告書から作成した第 1表で，年間平均家族労働者数を農場数で

除した，一農場平均家族労働者数を経済階層別にみてみよう。最大規模のクラ

ス Ia層をのぞく全農場における家族労働者の平均人数は1.44人であるが，経

済階層別にみると，販売額の大きい農場ほど，家族労働者の人数は多い。最低

12) 士内力月現代アメリカ農業U昭和5011三. 129ベ シn 筆者は第E章で.20世紀初頭には1.6人弱
だったー農場平均家族労働者数は，大恐慌期と第二位大戦直後の十年間をのぞいては，減少の一
途をたどョており，剖{f代に入コてとくに，減少申著しいζ とを実荒したω 定義変更による農場
散の変動を調整した数字で，ー農場平均家族労働者数を推計すると. 1960年1.31人， 1965年1

23人， 1970年1.13人む大内氏自推計値よりも急減しており，畳4易における家族労悟惜の平均人
数を1.5人と見積もる合衆国の慣習は，すでに実態からかなり遊離している。(拙稿， Z高l論文.
29ベジ〕。

13) U. S. D. C.， Farm Labor， 1964 U. S. Cens山 ofAg，τcult，問， Vol. 111， Part 2， 1968 
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農場にお付る経済階層別家旗労働者数と家族労働時間

2 万(ク~ヲ10ス万Ibド-ル11) 355 627 1，400 1.77 2，233 279 493 2.44 1.55 

1万 v(2ク万ラ ドル 480 840 1，749 1.75 2，083 260 456 2，26 1.43 
スill)

5.000~ 1万ドル
518 893 1，713 1.72 1，918 240 413 2.05 1.30 

(クラスN)

2，500~(53ク00ラ0ドル 436 643 1，001 1.47 1，556 195 287 1.42 0.90 
スV)

5U~(2，ク50ラ0ドル 322 403 549 1.25 1，362 170 213 1.06 0.67 
ス'11)

兼業農場 636 749 604 1.18 807 101 119 0.59 0.37 

半隠退農場 329 267 299 0.81 1，121 140 114 0.56 0.36 

第 1表

税 1) 農産物帳売額10方ドル以上白農場と例外農場は除〈。

2) 1日目労骨時聞を 8時間と恒定し ζ計鼻.

3) 常雇労働者と年雇労働者の一人平均年間労働日教を各々 202日と 319日として計算。

出所 U. S. D. C.， .'Farm Labor， 1964 U. S. Ce削 USof AgriculturでJ Vol. 3， Part 2， 1961:!， p. 6::1， p. 68 
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の半隠退農場 (part-retire皿entfarm)の 0.81人，兼業農農 (part-timefarm)の1.18

人に対して，最高の販売額 2 万~1O万戸ノレ農場の家族労働者は平均1.77人で，

半隠退農場の 2倍以上の家族員が自家労働に従事している。資料上、の制約て，

最大規模のクラス 1aおよびクラス Ib農場の平均人数は算出できないが，販

売額 5，000ドノレから10万ドノレまでの農場の家族労働者がし、ずれも1.7人台である

乙とから推定して，これら 2つの大規模な経営群の家族労働者の平均人数は，

最大限大き〈見積もっても 2人までであろう14)。

次に同じ第 1表で，家族労働者の年間平均労働日数を算出してみた。全農場

の年間家抜総労働時聞を年間平均家族労働岩数で除して，家族労働者 l人平均

の年間労働時聞を求め. 1日B時間労働として，労働日数に換算したのがこの

数字である。農場全体でみた家族労働者の年間平均労働日数は 207日で，大内

氏が推計の基礎にしている 250日よりもかなり短いばかりか円 この平均労働

日数は経済階層別に比較すると，上述のー農場平均家族労働者数の場合よりも

さらに階層間格差が大雪い。農場経営者やその他の家族員が兼業労働に従事し

ている兼業農場は，約 1日D日で極端に短いが，その他の農場の家族労働者も，

Fラ70V以下の階層ではいずれも 200日未満で，全国平均の労働日数よりかな

り短い。家挟労働者の平均労働日数は農場経営の規模が大きいほど長<，クラ

スN農場では平均 240日，クラスEでは 260日間自家農業に従事しており，厩

14) 1907竿当時のドイツにおけるー農場平均家族労働者数は農場全体では1.8人であるが. 200未

満のプロレタリア経富は平均0.9人......，1.6人.2""'5haの小農は2.5人.5，.....，10 haの中農は3.1}..，

10-却 haの大農は全農場平均の 2倍近し、3.4人である。 20ha以上の資本主義経営になると家
族労働者の平均人数は減益t 転じ. 20-5000 3.3んら0........100ha 2. 6人， 100 ha以上1.6人と
経営規模が拡大するにつれて急減する(8.YI且eHHH，TeTpallH no arpap凹 MyBO口pocy，CTp. 309， 
邦訳「レーニソ全集」第40巻， 279へージ，拙稿，第2論士.41へージ参照〉。
な札 1965，.....1'966年のアメリカ農L業では 経常規模の拡大につれて増加している一場吉平均家族

労働者数が減少に転じるのは，ど町程度の経営規模の量場からなのかは，資料白制約上，定かで
はない。

15) 大内力，前掲書 129ベータ。第E章でも指摘したように，今日では総じて農場経賞者とその
他の家族員の自家農業に従事する時聞が大きく異なり，書揚在活者四年同ij4'均苦働日数は描4日
(年間総労働時間一一5，049)百万時間ーーと年間平均従事者数一一2.389千人ーーから計算)だ
が，その他の家族労働者の平均日数は 139日(2.266百万時間と'.出4千人〕にすぎず， 両者を加
重平均すると207日(7，316百万時間と4，423千人〉になる (US. D. C.， 0ρcit.， p. 11， p. 67) 
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売額 2 万~1O万ドル層の平均労働日数は，兼業農場の 3 倍近い 279 日に達して

し、る。

以上のように，家族労働者のー農場平均労働日数も，平均使用人数とならん

で，農場の経営規模に比例して大きくなっており，大規模農場における家族労

働と賃労働の均衡する水準を，全農場の平均値をもとにして推計する大内氏の

ような方法では，不十分なことが明らかであろう。最大規模のグラユ Ia層や

クラス Tb層の家族労働の状況を示すデーターが欠け ζいるので，厳密に確か

めることはできないが，この二つの層の家族労働者の年間平均労働日数は最大

に見積もっても 3C日日と目され，家族労働者のー農場平均人数を先述したよう

に 2人とすると， ζれらの層のー農場平均の年間家族労働延日数はたかだか

600日と推定できる。この 6日O日という数値は，のちに，今日の資本主議農場

経営の下限を確定する際の，重要な目安になるであろう 16)。

〈常雇および年雇労働者の年間平均労働日数と平均賃金額〉

次に，第二の常用労働者の年間平均労働日数と平均賃金額の問題にうつろう。

筆者は1964年農業センサスを素材にして，合衆国における階層区分の研究にと

りくんだおり，ー農場平均の賃金支出額を常用労働者の使用人数に換算して，

各経蛍群ごとの賃労働の使用規模を推定したが，その際に，ふたとおりの統計

加工方法を採用した1九ひとつは. R.エコリッチの万法則にならって， 常用労

働者の年間平均労働日数を12カ月とし，同年り農業労働者白平均月給額を12倍

して常用労働者1人平均の年間賃金額を求め，各経営群ごとの 農場平均賃金

支出額をよの年間賃金額で除して，常用労働者の平均使用人数を推計する方法

16) もとより，年間家族労働延日数600日というのは1965年時点の推定値であり.1田9年にはい〈
らか変動していると予想される。ただし，ー農場平均の家族労働者数が近年急速に減少している
ので， 1969年昭クラス Iaおよびクラス Ib農場にとっては， 600日という家族労働延日数は過犬
ではありえても，過小なととはなかろう e したがって 故に邸)0日Fい今数値を目安にして1969

年目資本主義農場経世の下限を確定する場合，資本主義農場経宮数を過小に見積もることはあり
えても，過大に見積もるおそれはなかろう@

17) 拙稿，合衆国農政と農業の資本主義的発展.10子112ベージ。
Hl) R. Nikolitch， Our 31，000 Largest Fanns， Agricultural Ec開凹叫'cRepo河， No. 175， 

Mar. 1970， pp. 19-23 
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である(大内氏自1969年の分析もこりエコリッチの方法を踏議〉。 いまひとつは，筆

者独自の万法で，農業労働の季節性を考慮して常用労働者の平均労働口数を 5

カ月(150同とし 合衆国農業セ γ リスの常雇労働者の定義にならって 150

日を採用←ー，ほかはユコリッチと同様の方法で，常用労働者の使用人数を推

計する方法であヮた。

本稿では，合衆国の常用労働者の実態にできるだけ則して賃労働の使用規模

を推計するため，農務省がまとめた1969年の農業雇用労働力に関する統計報告

書叫を参考にして，農場の賃金支出額から換算する際の基準になる常用労働者

の平均労働日数と平均賃金額を定めた。

己の報告書では，合衆国の農業労働者を年間農業労働日数によって次の 4群

に分類しているが一一ci:臨時雇労働者 (casualworker，農業賃労働日数25日未満)，

②季節労働者 (seasonalworker， 25日""'149日)， CI常雇労働者。egularworker， 1印

日 ~249日)，④年雇労働者 (year-round worker， 250日以上〉却」ー， このうち常用

労働者とみな Lうるのは常雇労働者と年雇労働者である。同報告書によると，

1969年における常雇労働者の平均労働日数は202日，年間平均賃金額は 2，378ド

ノレ，年雇労働者のそれは 319日と 3，485ドルであり211以下ではこの平均的な常

雇労働者と年雇労働者を基準にして，各経営群の賃労働の使用規模を分析して

い〈。

本節にのこされた最後の問題は，賃金支出額より推計する上司白常雇労働者

ないし年雇労働者を，何人程度使用する農場を， それぞれ資本主義経営・ λ

農・中農・小農と階級規定したらよいのかという問題である o このうち実証作

業上一番やっかいなのは資本主義経営である。さきにもふれたように，資本主

19) U. S. D. A.， The Hired Farm Working Force of 1969: a Statistical Report， Agricul 

tural Economic Rep乙γt，Nn. 180， Apγ1970 

20) lbid.. pp. 28-29 ζの報告書でいう re~ular workerとyear.roundworkerは， 年間農業
賃金労働日教が各々 150'-"'>249日と 250日以上申農業労働者をさすのであって， ζの期間に単抽の
農場で世用されている労障者とは限らないが，ここでは応，帯雇労困者と年雇労働者という訳
語を用いた。

21) lbid.， p. 15 
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義経営の千限は，賃労働と家族労働の使用規模が均衡する水準〈賃労働依存率50

%)の経営であるが， この水準を確定するには，各経営群の農場における家族

労働平均使用量を明唯にしなければならなし、からである。

1964年には，さきの第1表に示したように，各経蛍群田家族労働者の平均人

数に家族労働者の平均労働日数を乗じて，一農場平均の家族労働延日数を経営

規mJDIlに算出することが可能である。農場企体の平均では家族労働延日数は

297日だが， 販売額 1 万~2万ド、ノレ農場では 456 日. 2 万~10万ドル農場では

493日に達する。そして，との家族労働延H数を，上記の常雇と年雇労働者の

平均労働日数〔各々202日と319日)で除したのが第 1衰の右端の数字である。この

数字は，賃労働依存率50%の農場(資本主義農場経営白下限〕における常雇ないし

年雇労働者の使用人数を表している。すなわち，販売額 2 万~10万ドル層でい

えば，平均1.77人の家族労働者が年間に延493日自家農業に従事しているが，

ζ の家族労働と均衡する賃労働の使用規模は，常雇労働者だと 2.44人，年雇労

働者だと1.55人であることを示している(同様にして，販売額 1万~2万ドル層で

は，常雇なら 2.26人，年雇なら1.43人が， 家族労働と均衡する水準〉。

最大規模のクラス Iaおよびクラス Ib農場における家族労働の使用規模は

正確には把握できないが，先述したように家族労働者の平均人数を 2人，平均

労働日数を 300日として最大限大き〈見積もっても.これらの層の家族労働延

日数は 600ICIである。この 600ICIを上記の常雇ないし年犀労働者の平均労働日

数で除すると常雇労働者なら 3名，年雇労働者なら 2名弱になる。

次節でくわしく検討するように，現実に賃金労働者を多数使用している白は，

農産物販売額2万ドノレ以上の農場， とりわけ 4万ドル以上のクラス Iaおよび

クラス Ib農場であるから，今回の分析では，賃金支出額から推定して常雇労

働者を 3人使用する経営，ないしは年雇労働者を 2人使用する経営を資本主義

経営の最下限とし，これ以上多数の常雇労働者ないし年雇労働者を使用する経

営を，資本主義経営として一括する o

なお. ["賃労働を常時使用せずにはやっていけない」大農経営は，さきのレ
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ーニソのドイツ農業分析では 1人の常雇労働者と若干の臨時雇労働者を使用

している経営群であったが，賃金支出額(臨時雇への賃金支出額も含む〉をすべて

常雇や年雇労働者の人数に換算して，賃労働の使用規模を分析する本稿では，

一応年雇労働者 1人以上ないしは常雇労働者 1.5人以上使用する農場を， 大是正

経営とみなす。また，中農経営は賃金労働者を平均して 2ないし 3農場のうち

1農場で使用している経営群であり， 1907年のド fツではー農場平均 0.3人の

常雇と 0.4人の臨時雇を使用していたことを勘案して， ここでは， 平均Lて賃

金支出額から換算した常雇労働者を 0.5人以上使用する経営群. ないしは年雇

労働者を 0.3人以上使用する経営群を中農経営とし，賃労働使用規模がこれ以

下の農場経営は，すべて小農ないしプロレタリア経営とみなして一括する。

(2) 現代の合衆国農場経営の階層区分

以上で，農場にお円る賃金労働者の使用規模にもとづいて階層区分をおこな

う際の作業手続や階層規定の基準の検討を終えたので，いよいよ具体的な分析

にうつろう。

この章では 3つの方法で階層区分をおこなうが，まず最初に，従来の通例の

階層規定の方法にならって， 1969年合衆国農業セン+スで集計されている賃金

労働者数(常雇労働者数と季節労働者数〕を指標にして分析する。ついで，農場に

おける賃金支出額を指標にして賃労働の使用規模を推計する方法をもちいて，

アメリカ農業の階層区分を試みる。そして，最後に，請負労働や機械賃作業支

出額など，農場における賃労働使用に関連した指標をとりあげ，両者の支出額

を賃金支出領、に合算して，実証分析をすすめる予定である。

①常雇労働者と季節労働者の分析 階層区分(1)

農業センサλ結果によると， 1969年には，アメりカの農場経営は65万人の常

雇労働者く 良場で年間150日以上雇用される労働者)と 512万人の季節労働者 (150

目未満しか雇用されない労働者)を使用しているが汽この両者の使用状況を経済

22) 1969年合衆国農業センサスでは，常雇労働者と季節労働者の使用人数は，クラス I~クヲスV

農場についてのみ轟斗しているn
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第 2表経済階層別賃金労働者数

=三二¥ 1 ー 労働者数|総 数 一農場平均

経 済階層 一~~一昨労働者|季節労 |常雇労働者季節芳備

100万ドル以上 | 96FI 23個別 回 6人 131.1人

50万-100万ドル

3C万-50万ドル

20万-30万ドル

10万-2C万ドル

1C万ドル以上小計(クラス!a)

4万-10万ドル(クラス!b)

2万-4万ドル〈クフス耳〉

1万-2万ドル(クヲスill)

5.000-1万ドル(クラスN)

2，500-5，000ドル(タヲス V)

472 

444 

429 

914 

3，221 

1，511 

1，022 

469 

185 

136 

1，122 18.9 

1，207 9.5 

1，302 5.4 

3，181 2.6 

8，892 6.2 

7，979 0.9 

10，464 0.3 

9，953 0.1 

7，850 0.05 

6，118 0.03 

クヲス I-V 計 |山 l問6"..1....0.:;1
出所 1969 Cemus， Vol. II， Chap. 7，ρ70，ν凶 86

45.0 

25.8 

16.4 

9.0 

17.1 

4.7 

3.2 

2.5 

2.0 

1.5 

階層別に比較したのが第 2表である。各階層における常雇と季節労働者のー農

場平均使用人数をみると， まず最初に目にとまるのは平均 60人の常雇労働者

と130人を越える季節労働者を使用する，いわゆる“百万ドル農場"である。

そして，これに続〈のが，常雇主 5 人~19人，季節労働者を 16人~45人雇用す

る3つの経営群 すなわち，①農産物販売額 50万~100 万ドノレ層，②30万~

5日万ドノレ層，③.20万~30万ドノレ層 であり.これらの農場経営が賃労働の使

用規模からしていずれも資本主義経蛍である乙とは，異論の余地ないと乙ろで

あろう O また，販売額10万~20万ドル層も，農場全体としてみる正常雇労働者

を平均 2.6人，季節労働者を 9人使用しており， のちに詳しく検討するが， レ

ーニンの階級定義からする左，資本主義経営と判定して，ほぼまちがし、なさそ

うである。他方， これらの大規模経営の対極に位置する販売額2万ドノレ未満の

経営諸群(クラスE以下層〉では，常雇はもとより季節労働者の使用人数もごく

わずかであり，乙れらの経営群が小農ないしフ・ロレタリア経営であることもほ
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ぼ明らかであろう。

ここで一審問魁になるのは，販売額 2 万~10万ドノレの諸階層である。販売額

4万~10万ドノレ層(クラス Ib) では常雇労働者をー農場平均 0.9人. 2 万~4万

ドル層(グラスII)では 0.3人それぞれ使用しているが， よれらの経営諸群の階

層規定をおι なうには，常雇労働者以外に平均 3 人~5 人使用している季節労

働者の，各階層における平均使用規模〈季節労働者の使用延日数〉を考慮に入れな

ければならなL、からである。ところが，常雇労働者と季節労働者の使用人数だ

けを扱う分析では，この点、の解明は不可能であり，販売額2万ドノレから10万ド

ノレまでの経営請群の階層規定は，のちの農場における賃金支出額の分析まで留

保せざるをえない。

次に，農場の型~íJlJにー農場平均の常雇と季節労働者の使用人数を対比してみ

よう〔第3表〕。最大規模のクラス Ia層では， 肉畜農場以外のすべての型の農

場は， いずれも常雇労働者を 3.5人以上使用しており，資本主義経営であると

ほぼ推定できる。もちろん，常雇を平均27人，季節労働者を 1口7人も雇用する

たば乙農場をはじめ，野菜・果物・「種々のもの」・「その他畑作J・綿花など常

雇や季節労働者を大量に使用する農場と，商業穀作や家禽・酪農・牧畜など，

比較的賃労働の使用規模の小さい農場とでは，同じクラ y、Ia層でも賃金労働

者の使用人数に大きな隔たりがあるが，賃労働が主主脹労働にくらべて優勢であ

るという点で，いずれの農場も共通し亡いる。

ところが，次のクヲ λ1bおよびクラスE層になると，常雇労働者の平均使

用人数が減少し，季節労働者の使用人数が被雑に入りくんでいるため，季節労

働者の使用延日数を考慮に入れなければ，大部分の型の農場の階級的性格を判

定することはむずかしい。たとえば，グラぇ 1b層の商業穀作・たばこ・綿花

の各農場，クラエE層の果物・酪農両農場などにしても，季節労働者の使用延

日数の多少に上って，者わめて流動的であり， ζれらを考慮した次の賃金支出

頼の分析が，ぜひとも必要である(とくに.1969年には季節労働者の 1人平均雇用日

数は農場の農産物販売規模に比例して長えなコているので，季節労働者の雇用延日数を
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第 3表常雇労働者および季節労働者のー農場平均使用人数 〈単位入〕

クラス

'~V計

0.8 .0.2 0.1 0.0 。。 0.2 
2.8 2.1 1.6 1.1 0.9 1.6 

Tニば 27.3 1.7 0.6 0.2 0.0 。O 0.2 
~ I 107.5 15.2 11.9 9.4 6.1 .1.7 6.8 

綿
10.7 2.7 1.1 0.4 0.1 0.0 0.8 
19.2 6.3 4.3 3.9 3.2 2.3 3.9 

13.4 1.4 0.5 0.2 。。 0.0 1.3 
30.8 9.9 7.0 4.8 2.9 2.0 7.1 

野 菜
19.0 2.5 1.1 0.3 0.1 。。 2.6 
94.6 28.3 14.2 7.5 4.4 2.8 18.9 

呆
14.7 2.2 0.8 0.1 0.1 1.2 
87.8 33.2 20.7 12.8 7.9 5.1 17.0 

家
3.6 0.4 0.1 。。 0.0 0.7 
6.0 3.0 1.6 1.0 0.7 2.6 1.2 

酪
4.9 1.0 0.3 0.0 0.0 0.3 
4.1 2.5 2.2 1.6 1.2 0.9 1.8 

肉
2.0 0.4 0.2 0.0 0.0 0.2 
qQ 2.4 2.0 1.7 14 1.1 1.7 

牧 畜
ー金 U 1.3 0.5 0.1 0.0 0.5 
!;!'a 2.6 2.0 1.5 1.2 0.9 1.6 

普通作
7.6 1.3 0.4 01 。。 0.4 
252 6.5 4.0 2.9 2.2 1.5 3.2 

種々のもり
21.2 3.1 1.2 0.1 0.2 1.9 
31.0 7.7 4.6 3.3 2.1 1.9 4.8 

注 1) 各欄の上段が常雇労働者数，下段が季節労働者数ム

2) 0.05人未満の場合は0.0人と表記。

出所 1969G的"山， Vol. II. Chap. 8， pp. 70-246， pp. 2田 269.より計見
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考慮した賃金支出額の分析が，重要な意味をもってくる〕問。

②賃金支出額の分析 階層区分(II)ー←

(167) 31 

今日の農場における賃労働全体の使用規模をより正確に把握するために，次

に農場における賃金支出額を指標にした分析にうつろう o 1969年には合豪国の

全農場で 33.7億ドんの賃金を支出しているが，この賃金支出額を前節で説明し

た手続にしたがってーーすなわも，各階層の賃金支出額を1969年の常雇ないし

年雇労働者の 1人当り平均年間賃金額(各々2，378ドルと3，485ドノレ〕で除して←ー.

年間平均 202日就労する常雇労働者ないしは 319日就労する年雇労働者の使用

人数に換算したのが第4表である。農場における賃金支出額から換算された常

雇労働者の使用人数は，全体で 142万人(年雇労働者だと97万人〉に達L..，さきの

第 2表の常雇労働者数 (65万人〕の 2倍をこえているが，これを各階層ごとに分

析していこう。

前節で定めた階層区分の基準に照らして，一農場平均の常雇ないし年雇労働

者の使用人数を比較すると，懸案の販売額 Z万~10万ドル層のうち，まずクラ

スE層は，平均 0.6人の常雇労働者〔ないしは 0.4人の年雇労働者〉を使用し，常雇

0.5人〔年雇 0.3人〕とL、う中農経営の下限水準を ιえ亡おり，賃労働にほとんど

依拠しないグラ見直以下の経蛍諸群とは一線を画しているo次のクラス Ib層

は常雇労働者を1.7人く竿雇なり1.2人〉雇用しており，賃労働の使用を常時必要

とする大農経蛍に匹敵する。また，販売額10万~20ガドノレ層ほ，賃金支出額か

ら推定した常雇労働者を平均 5.5人(年雇なら 3.8人〕使用し，資本主義経営の下

限〈常雇3人ないし年雇2人〕をはるかに越えており，販売額10万ドノレ以上のクラ

ス Ia層は全体として資本主義経営であることがわかる。

こうして，さきの第2表と第4表の分析から， 1969年時点における合衆国の

田〉 季節労働者数。全盛場〈クラス，~クラスV計〉に占める百分比はクラス Ia 層で17%. クラ
スI層全体で33%なのに，常雇苦働者数と次に分析する賃金支出額(常雇とならんで季節皆曲者
に対する賞金立出額全含む〉の集積度は. ともにクラス Ia層で約50%，クラス I層圭体で70%
強を集積しており，季節労働者 1人平均白雇用日散は，クラス Ia層やグラス Ib層のような大経
営ほど長期閣であると推定できる。小経営ではー農場平均の季節労働者数が少なb、ばかりか， 1 

人平均の雇用日数も短いのである。



第 4表賃金支出傾より換算した!高雇・年雇労働者使用人数

~、三、

1¥¥¥¥¥  賃金・労働者
賃金支出額 市雇・年雇

総数

経済階層¥¥¥¥九1¥----¥~
総額

常匠|年』平均額

47，7万88ドル
f'JI' 

2，010 百人 l，371 E 100万ドル以上 301，314 

50万-100万ドル 23，497 94，252 988 674 

30万-50万ドル 22，876 48，860 962 656 

20万-30万ドル 22，131 28，301 943 644 

10万-20万ドル 46，391 13，139 1，951 1，331 

10万ドル以上小計(クラスIa) 162，984 31，346 6，854 4，677 

4万-10万ドル〔クラスIb) 69，760 4，111 2，934 2，002 

2万-4万ドル(グラス II) 46，789 1，414 1，968 1，343 

1万-2万ドル(クラスill) 24，781 627 1，042 711 

5，000-1万ドル(クラスN) 12，577 322 529 361 

2，500_5，000ドル(グラスV) 9，395 238 395 270 

2，500ドル未満(その他)(2) 7，605 76 320 218 

全 農 場 仁空空 r1，236 14，1田 r9師

注目 賃金支出額を常扉および年雇労働者の l人平均年間賃金額〔各々， 2，378ドルと3，485わけで

2) j到j外農場はのぞく。

出所 1969U町 SIlS，Vol. 11， Chap. 7， p. 60， p. 70， p. 86 
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273万農場経営全体の階級構成を概括すると， “百万ドル農場" 賃金支出

額から推計して平均 120人以上の常雇労働者ないしは80人以上の年雇労働者に

匹敵する賃労働を使用している 1，586の農場 を頂点とする約 5.2方(2%)。

クラ/.Ia層が資本主義経営24>， 17万 (6%)のクラス Ib層が大農経営 33万

(12%)のグラス E層が中農経営， 218万 (80%)白クラスE以下の経営諸群が小

農およびプロレタリア経営である。そして，すでに第1論文で確認したように，

1969年には，これら諸階層のうち， クラ兄 Ia層とクラ旦 Ib層だけでアメリ

カの農産物の50%以上を生産し，クラスE層を加えると75%を越えている。し

たがって，今日のアメリカ農業生産は全体としてみると，全農場の 8%程度の

資本主義経営および大農経蛍と， 12%の中農経営によって中心的に担われてお

りは〈に前二者が主導的)，小農およびプロレタリア経営は，農場数では依然8()

%以上を占めるが，アメリカの農業生産全体に果たす役割は，すでに非常に小

さくなっているといってよい割。

ところで，これまでの農場全体の分析では， クラス Ia層を資本主義経営，

クラス Ib層を大農，クラス E層を中農，クラスE層以下を小農およびプロ V

タリア経営と階層規定したが，農場の型別に分析すると，上記の階層区分のか

なりの修正を必要としそうである。

第 5表は，第 4表と全く同様の方法で，一農場平均賃金支出額から算出した

常雇と年雇労働者の使用規模を，農場の型別に比較したものである。まず最初

に，この哀の縦の欄をみると大変興味ある特徴が読みとれる。 クラス Ia層は，

24) 資本主義桂営の下限の常雇3人ないし年属労働者2人を使用する農場の賃金支出額は 7，000ド
ル前後である(常雇l人の年間賃金を 2，378ドル，年雇白それを 3.485ドルとして計算)， 1969年
センサスで賃金支出額別に農場数を見ると， 賃金支出額1万ドル以上田豊詰易が5.4方， 5，000叫

1万ドルの農場が6.2万あるので，現実には資本主蓋経蛍は，経済階層別分析によって推定した
5.2万農場経営よりも，かなり多数存在すると予認される (1969Census， Vol. II， Chap. 4 .. 

p. 111) 

25) 第2論文で指摘したように，大内氏は1969年の合衆国の全農場の95%までを「小農ないしそれ
以下の農場」と規定じ，わずか 5%の農場だけを'Jト劇限界をこえる富農および資木主義経営と呼
んでいる。氏はアメリカ農業の資本主義的性格を過小に評価して階層区分を行なう結果，のちに
実証するように，今日のアメリカ農業生産に果たす小農の役割を，現実より非常に大き〈評価せ
ざるをえなくなっている(大内力，前掲書， 137へ ジλ
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第 5表賃金支出額より換算した常雇・年属労働者のー農場平均使用人数

ιょア クラス クラス クラス クラス クラ久
Ia Ib E E N V I-V計

野 業 94，51ド7ル 13，081 5，170 1，938 750 402 13，319 

家 禽 16，174 1，463 519 305 194 159 3，072 

農 種々のもの 102.011 13，736 4，R71 1，747 自"2 772 8，870 

場 その他畑作 77，594 7，371 2，596 1，107 421 246 7，550 

干 牧 畜 21，948 5，202 1，902 747 336 224 2，060 

均 果 物 80，27S 15，928 自，228 2，042 1，121 073 7，782 
賃 肉 畜 10，624 1，885 793 411 236 178 826 
金
綿花 48，549 10，791 4，102 1，570 654 307 3，349 

支
酪 農 20，040 4，109 1，182 440 192 1口8 1.513 

出

額
普通作 41.562 5.716 1，717 699 337 243 1.807 

商業殻作!礼15 3，636 1.089 429 204 143 913 

丈エ 1;: こ 87.535 7，303 3.378 1，531 667 343 1，30fち

野
葉償〕吋 ii 

0.3 5.6 
1.5 0.6 0.2 0.1 3.8 

家 禽 k資)4686 中7006411 1.3 
0.1 0.1 0.1 0.0 0.9 

農 種々のもの Ic資)4229931|(資〉 53.891| 3.7 
1.4 0.5 0.2 0.2 2.5 

場
その他畑作 Ic資)3222631|(資〉 2311|| 0.2 3.2 

干 0.3 0.1 0.1 2.2 

均 牧 畜 Ic資)96231|(大〕 2125|| 0.9 
0.5 0.2 0.1 0.1 0.6 

常
制 |67126| 3.3 

雇 果 物〔資)230(資〉 46〔大〕 18 0.8 0.3 0.2 2.2 

肉 IC'$i) ~.~ ICCT) g.~ ICJ') g.~| 
;Ei1| 日;i|| 

0.3 

牛
畜資)30(中〕 05(小〉 02 0.1 0.2 

2 0445117  0.1 1.4 
雇 車市 花〈資)139(資)31 〔大〕 12 0.1 1.0 

直五酪 農 Ic資)171051|加 11721|(中〕 0053|| O 021l| O 011l | 0.6 
0.4 
0.8 

普通作〔資〕 119(大〉 16〈中〕 05〔小)oz o l 0.1 0.5 

数 |8 511510502101| 0.4 
商業穀作〔資〉 58(大〕 10〔中〕 03(小〉 01 01 0.0 0.3 

たばこ IC資〕器H資〕 ;i|(大〕 11(中);i|〔小〕 ;:2 0.5 
0.1 0.4 

注 1) 1農場平均り偏窟田年雇換算人数り算出点桂は第4衰と同じ.
2) 農場の型別自各欄の上段が常雇下段が年雇D人鋭
3) グラス In層を起点にして，農産物眠売総額の70%以上を担う階層の市雇および年雇労

働者数をゴチック体の数字で示した.
4) (資〕は資本主義経営 〔大〕は大農υ〔中〕は中農. (小〕は小農のそれぞれ略号-
5) 常雇および年雇の人数が0.05人未満のも申は0.0人と表示。

出所 1969 Cens回， Vol. 11， Chap. 8， pp. 70-246， pp. 268---269 より計見
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いずれの型の農場も常雇を 3人(ないLは年雇を 2人〕以上使用する資本主義経営

だが，次のクラス Ib層は，農場全体を概括した際に大農経営と規定したにも

かかわbず，資本主義経営宇中農経蛍を多数合ん Cいる。農作業内容が複雑で

まだ機械化が十分に進まず，賃金労働者を比較的多数必要とする野菜ー「種々

のもの」・果物・綿花などの農場経営は，クラス Ib層でも数人の常雇労働者に

匹敵する賃労働を使用し，資本主義経営の基準を満たしているのに対して，肉

畜や家禽農場は賃労働使用が比較的少なし大農よりもむしろ中農経営に近い

性格を有している。同様にして， クラス H層では大農・中農・小農経営，グラ

ス困層では中農と小島経営が混在しており，農産物の販売規模が同じ程度でも，

賃労働への依存の程度は生産部門によってかなり隔たりがある。

次に，農場の型別に第5表の横の欄をみでいこう。この表では各型の農場を

大涯営による農産物販売額の集積度の高い順に配列するとともに，各部門の生

産の主要担当層一一ここでは，一応，最大規模のクラエ Ia層を起点にして，

農産物販売総額の70%以上を集積する階層ーーの常雇および年雇労働者の平均

使用人数を，ゴチック体の数字で示してある。

まず，生産の集積度の最も著しい野菜農場では， 142の“百ノゴドル農場"と

226の 50万~lOO万ドノレ層を中心にした 2，100余のクラス Ia 農場だけで，アメリ

カで生産する野菜全体の70%以上を販売している加。このクラエ la層は常雇

労働者40人(ないしは年雇27人〉に匹敵する大量の賃労働を使用しにおり，今目立

は合衆国の野菜生産の大部分は，すでに少数の大資本主義経蛍の手に委ねられ

亡いるとし、ってよし、。

野菜についで生産の集積度の高い第2のグループ一一「種々のもの」・「その

他畑作」・家禽・牧畜の 4部門ーーでは，グラス Iaとクラス Ih両層で生産の

大半を担っている。とのうも集約的な前二者の農場では，野菜農場と同様，資

本主義経営が両部門の生産を支配している。即ちクラス Ia層は常雇を平均33

人~43人も雇用する大規模な資本主義経営であり，この層だけで農産物の50%

26) 1969 Census， VoJ. 1I. Chap 7， p. 82， Chap. 8， p. 130， p. 260 
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"-'60% を生産し，つづく 3 人~6 人の常雇を使用するクラス Ib の資本主義経

営で，生産の加%前後を担っている，家禽農場と粗放的な牧畜農場もグラス Ia

層でとと虚の過半を集積し資本主義的な経営を昌F ん亡いるが，市雇の平均使用人

数は 7 人~9人で，野菜や前二者の農場にくらべると相対的に少ない。このI市

部門の生産の15%~30%を担うクラ九 Ib 層でも賃労働への依存度はあまり蒔

くなし家禽農場は中農経営，牧畜農場は大農経営にほぼ該当するであろう o

第 3の果物ー綿花・肉畜・酪農の 4つの型の農場グループは， クラス 1.・

クヲス Ib・クラスEの 3階層で農産物の 70%以上を生産している。果物と綿

1tの両耕種部門の農場は，第2グループの「種々のもの」や「その他畑作」農

場などと同様，クラス Ia 層は常雇を平均20人~34人も使用する大規模な資本

主義経営であり，グラ旦 Ib 層でも常雇を平均 4 人~7 人使用して資本主義経

営を営んでいる。そして，この両資本主義経営の果物と綿花生産を補充してい

るのが，クラスE層の大農経営である。畜産部門の肉畜と酪農両農場は，クラス

Ia層で常雇を平均4.5人と11人使用して資本主義的生産を展開しているが，前

者の肉畜農場は他部門のクラ兄 Ia層にくらべると賃労働者の使用規模が総じ

て小さい(ただし，この肉畜農場には，合紫固で最近急j互に発展している専門的な肥育

業者の大肥育場 (feedlots)など，大規模な資本主義経営も，かなりの数含まれている〉幻〉Ol

クラメ、 Ib層とクラy， ll層は賃労働の使用規模からして，酪農農場の場合はそ

れぞれ大農と中農経営，肉畜農場の場合は中農と小農経営であり，これらの農

場が資本主義経営とならんで酪農と肉畜生産を主として担っている。

童書 40)グノレープは普通作と附業穀nの両農場で生産の集積度が相対的に低<. 

生産の主要担当層がクラ λIa層からクラスE層にまでまたがっている。 ζの

うちクヲス 1.層が資本主義経営，クヲス Ib層が大農， クラス E層が中農，

27) ちなみに， 1969年には最大規模白“百万ドル農場"1，586のうち632農場，販売額 50万-1加万
ドノレ眉の 2，493農場。うち 700農場， 30万~田万ドル層の4，682農場のうち1，33ο農場は肉畜農場
で，他のいずれの型の農場数よりも多い。また，賃金支出額が6万ドル以上の肉畜農場カ'573，
Z万-5万ドル立出する農場が灼1，7肋も存企する (1969C回 SltS，Vo1. II， Chap. 7， pp. 81 
82， Chap. 8， p. 45)。
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クラスE層が小農経営で，さきに第3表で示した合衆国の農場全体の概括的な

階層区分とほぼ照応してし、る。

最後のたばこ農場は生産の集積度がもっとも低<，生産の主要な担い手の性

格も変化に富んでいる。クラア、 Ia層は常雇を平均 37人も雇用しており，賃労

働の使用規模は「種々のもの」や野菜農場の具ラス Ia層に匹敵する。 この大

規模な資本主義経蛍を筆頭にして，クヲ λIb層の資本主義経営，クヲλE層

り大農，クラ;<，ill層の中農，クラスN層の小農経営が一体になって，今日の合

衆国のたばこ生産を担っている。

①賃金・請負労働・機械賃作業支出額の分析 附層区分(ill)

これまで賃金支出額を指標にして階層区分を試みてきたが，アメリカの農場

経常は，賃令以外の形態をとっても，農作業の一部を他人労働に委ねるために，

多額の支出をしている加 。 そ の 代 表 的 な も の が 請 負 労働 (contractlabor) と機

械賃作業 (machinehire)に対する支出額であれ賃金支出額にごヲした支出額

を加味しなければ，今日では合衆国の農場における賃労働使用の正確な規模を

測定することはむずかしい。

28) 1969年農業主ンサスの特別報告「農業ザ←ピス CAgricultural ‘Servic回)Jで，合衆国白農業

サービス事業の概要がはじめて明らかにされた.同報告には， 196~年に農業サ ピス活動をおこ

なった32，56SC9事業体が集計されているが， ζのうち 80%が個人， 11%が法人.7%が共同経蛍
であるロこれらの事業体は，年目立0.9億ドルの農業Eザーピス事業を実施しているが，その内訳は

農場に関民主したサービス活動が11.4億ドル，農場以外tのサーピλ活動〈造園，狩猟，愛がん動

物。治療や訓練など〉が9.5億ドルであるq 前者のおもな内容は， 肉牛の請負肥育・車音D治

療・家禽の鮮化人工受精・請負曹働による果物や野菜の収穫および出荷作業・農薬や肥料の散

布・繰綿ー穀物の製粉・柑橘園田栽培および管理等々で，次に検討するさまざまな請負労働や機

械主雪作業が大きなウエートを占めτいることがわかも な払 これらの全事業体では，年間150
日以土従事する賃金聾働者11万人左 1回目宋満のそれを31万人雇用し(ちなみに，これらの事業

体で 150日以上従事する家族労働者数は 3万人， 150日未満のそれは 6，000人λ 総額 5.9億ドル

の賃金を支払っている。賃金支払総額の過半 (55%)は法λ経営が占めており，事業体平均の

賃金支払額も8.6万ドルと断然他を圧しているが.個人や共同経醤も各々 7，500ドルと 2.1万ドノレ

C，かなりの規模¢賃苦闘を使用している.農業サーピλ事業を利用する農場経宮D側からする

と，こうした事業体の賃労働も家族労働ι他人労働であることにかわりはないのであって，こ

ι特別報告の集計だけからでも，合衆国の農場経営は，農業サ ピス活動という形態をとって，

45万人以上〈事業体D賃金骨働者42万人と家族労働者3.6万人〉の賃金労働者を使用してかるこ

とがわかる (U.丘D.c.， Agricultural Services， 1969 Census of Agriculture， Vol. III， 

1972， pp. 2-13)0 
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第 6表請負労働・機械賃作業のー農場平均支出額 (単位ドル〕
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まず，請負労働制度というのは， 農作業請負業者(laborcontractor)や組頭

(crew leader)・農産物加工業者・商人などが，農場経営者からの委託によって，

一群の農業労働者(移動労働者が多い〕で構成される作業隊を動員して，農場経営

者の農作業の一部を請負う，一種の作業隊方式 (crew-type)の賃労働制度であ

り，手労働作業が主体の野菜宅呆物類の収穫や出荷作業などで，この制度が広、

く利用されている問。 したがって，請負労働支出額は内容的には農場における

賃金支出額の一部分であるが，農場経営者は作業受託者に請負料を支出するだ

けで，農業労働者には直按貞金を支払わないため，こうした方式で使用する労

働力を雇用労働力とみなさないことがしぼしぼあり，労働者の使用人数さえ把

握していない経営もある。また，従来の農業セ Y サスでは，請負労働支出額を

賃金支出額のなかに含めたり(1954年と1959年). 機械賃作業支出額のなかに含

めて (1回4年〕報告するよう農場に指示していたため叫請負労働支出額の規模

を正確に把握できなかったが，今回のセ γ サ凡ではじめて独立した調査項目に

なった。

1969年の全農場(クラス I~クラスV農場全体〕の請負労働支出額は 4.6億ドノレを

越えるが，その半額以上(56%)をクラ^Ia層が集積し， グラ^Ib層を加え

ると総支出額の 4分の 3近<(73%)になる。ー農場平均支出額は，販売額 100

万ドノレ以上層では 5万ドノレ. 50万~100万ドノレ層では1.8万ドノレをそれぞれ越え

ており. クラス Ia層全体でも平均約 5.0C日ドノレを支出している。 ζ の請負労

働のー農場平均支出額を農場の型別に対比したのが第6表である。この表では

支出額の大きい部門順に農場を配列しtあり，農場の型によって請負労働制度

を利用する規模が極度にちがうことがわかる。他の農場から抜きんでている野

菜・果物の両農場では，クラス 1.層は， 干均 3.8万ドルと 3.4万ドルを各々支

出しており，さきのー農場平均賃金支出額(各々 9.4万ドルと 8.0万ドル〉にこの請

負労働支出額を加えると 11万~13万ドルという巨額回支出になる。野菜・果物

29) 1969 C四国叫 Chap.4， p. fロ， p. 84. 

30) lbid.， p. 84 
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両農場ではクラス Ib層でも平均 4，000ドノレ以上支出しており， 賃金支出額を

加えると， 1.7万~2 万ドノレになる。 この両農場に続くのが Iその他畑作」・

普通作・綿花の告農場で， クラ;< Ia 層では 5，0∞~9，∞0 ドノレを平均支出して

いるが，上記以外の耕種部門の農場や畜産農場では総じて，請負労働支出額は

寸、さし、。

次に，今ひとつの機械賃作業というのは.本来，農場経営者が農業機械を所

有 L，自分自身〈または家族員〉で，ないしは賃金労働者を雇用しておこなうべき

機械農作業を請負作業 (customwork)に委ねることであり，主として，各種防

除作業・飼料の粉砕中配合・耕起 (plowing)・刈取り， 10うもろこし収穫 (corn

picking)・飼料のサイロ詰め (silo五Iling)などの機械農作業で普及している。

機械農作業の受託者(法人・共同・個人経営の場合がある〕が機械を所有L.受託

者自身で，ないしは賃金労働者を雇用して，委託者の農場の機械作業を行なう

方式なので，農場経営者(=委託者〉が支払う機械賃作業支出額には，事実上，

機械使用料とならんで賃金支出額部分が含まれている3l)。

1969年には合衆国の全農場(クラス I~クラスV農場全体〕で， 8.7億ドノレの機

械賃作業料を支出しているが，乙の支出額も大規模農場ほど著しい。機械や施

設の所有がもっとも進んでいるクラ;<Ia層では機械賃作業支出額も一番大き

しー農場平均 3，400ドノレを支出し，つづくクラス Ib層でも年間 1，000ドノレ近

くを支出している。大経営は機械や施設に多額の資金を投ずるとともに，機械

を購入するよりも請負作業に委ねた方が経営上有利と判断ずる作業工程につい

ては，機械賃作業主積極的に取り入れて，合理的に農場を経蛍するのである。

古きの第6表には農場の型別に，一農場平均機械賃作業支出額も掲載してある

が，グラス Ia層では平均 1万ドル以上支出する普通作と綿花の両農場が， と

〈にめだっている 3 つつ〈野菜・「その他畑作」・商業穀作・果物の各農場もク

ラス Ia 層は 4，500 ドル~8，OOO ドノレ， クラエ Ib層でも最低 1，300ドノレ以上は機

械賃作業に支出している。

31) lbid.， p. 82， p. 84 
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ζれまで少したち入って，請負労働と機械賃作業の概要を紹介してきたが，

階層区分の作業にもどろう。さきの第4表と第5表をもとにした階層区分では

賃金支出額のみを分析の指標にしてきたが，今日の農場経営は，請負労働平機

械賃作業支出額といった賃労働に対する間接的な支出形態をとっ亡も，高額の

支出をしていることがわかった。したがって合衆国の農場経営 とりわけ後

二者の支出額の大きい農場経蛍 における賃労働使用規模をより E確に把握

するためには，賃金支出額に乙の両支出額を加味した実証分析が必要であるυ

ここでは，具体的には第5表(上欄〉のー農場平均賃金支出額ピ， 第 6表〈上

欄〉のー農場平均請負労働支出額を加算L. 他は第5表左全く同様の方法で第

7表を作成した。また，機械賃作業支出額は機械使用料部分と賃金支出額部分

を含むが，両者の比率が不明なので，乙こではひとまず両者の割合を 1対1と

仮定して，賃金と請負労働のー農場平均支出合計額(第7表上関〕に，一農場平

均機械賃作業支出額(第6表下欄〕の 2分の 1(半額〉をさらに加算し，ほかは第

5表および第7表と同様の方法で第8表を作成した。

第 7表および第8表をさきほどの第5表と比較すると明自なように，請負労

働を広〈利用している野菜および果物農場では.賃金支出額のみを指標にした

分析にくらべて， グラス Ia層で使用する常雇労働者の人数が15人ないしそれ

以上大きくなっており，両農場とも賃金・請負労働・機械賃作業支出額から換

算された常雇労働者を50人前後も使用する大資本主義経営であることがわかる。

機械賃作業と請負労働に多額の支出をする普通作農場でもクラス Ia層の需雇

労働者数は20人台に達し，使用人数がひと桁台だった牧畜や商業穀作農場もふ

た桁の大台に乗っている。

また，販売額10万ドノレ未満層のうちでも，第5表では大農場経営にランクさ

れてし、た普通作農場のクラ式 Ib層と果物農場のグヲスE層が，第8表では資

本主義経営に，肉畜農場のグラスE層と普通作農場のグラ :<ill層が小農から中

長経営にそれぞれ移行している。

さきに我々は合豪国の農場合体を概観した際に，資本主義経営と大農および
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第 7表賃金・請負労働支出額(，)より換算した常雇・年雇労働者のー農場平均使用人数

jiiょFTTクラスlク ラ ス
タフス

Ia Ib II m N V I~V計

野 菜 132，45ド6ル 17，172 6.702 2.399 938 482 18，337 

家禽 17.144 1，586 571 333 214 173 3，275 

場均賃金農平

種々のもの 103，922 14，221 5，112 1.895 699 897 9.146 

その他畑作 86，782 9.032 3，181 1.393 517 291 8.673 

牧畜 23.133 5.632 2，116 858 397 266 2，231 

果物 114.418 20，653 8，458 3，848 1，778 1，065 10，895 

E 働

肉畜 11，294 2，002 852 448 261 198 886 

綿 花 53，548 11，829 4，552 1，796 757 356 3，718 

酪 農 26，710 4，233 1，224 465 201 115 1，561 

普通作 49，215 6，553 1，956 798 384 271 2，098 

商業穀作 21，358 3，857 1，165 468 225 157 977 

fこはf こ 88，650 7，748 3，521 1，594 688 355 1，352 

野 莱 Ic資〕 5358.70Jt| 7.7 
4.9 。7 0.3 5.3 

(，)家 7.2 
(中〉。o7 5 0.2 0.1 0.1 0.1 1.4 

禽〔資〕 49 0.2 0.1 0.1 0.0 0.9 
0.8 0.3 0.4 3.8 

農 種々のもの 29:8 IC資〕 41 15 0.5 0.2 0.3 2.6 
場

tの他畑作 365〈資) ~.~! 1.3 0.6 0.2 0.1 3.6 
斗ム 24.9 1"........1 2.6 I 0.9 0.4 0.1 0.1 2.5 

均 9.7 I ，~， 2.4 I 0.9 0.9 

常
牧音 66〔大〕 16O6 0.2 I 0.1 0.1 0.6 

果物 48-ILK資) ~.~ Ic資〕 0.4 4.6 
雇 32.8 lu"tJ 5.9 1'--) 2.4 1.1 I 0.5 0.3 3.1 . 4.711""""" 0.811".，，， 0.4 I 0.2 I 0.1 0.1 0.4 

年
肉畜〔資〕 32(申〕 06(小〉 020101i 0.1 0.3 

1.6 
雇 15.4 I¥.Y'I./ 3.4 1¥./'¥.) 1.3 I 0.5 I 0.2 0.1 1.1 
換
酪農Ic資〕 17112(大〉 1182 中〕 0045O0211|001 1 

。。 0.7 
算 。。 0.4 

人
20.7 1. .， 2.8 1. .， 0.8 1. .， 0.3 1 0.2 0.1 0.9 

普通作(資)141〔大〉 19 中〕 06(小〕 02 01 0.1 0.6 
数 90|16050201  0.1 0.4 

商業穀作 C資〕 61〔大1.1中〉 03(小〕 01 01 0.0 0.3 
.，. 1(>>><."¥ 37.3 Inz:'¥ 3.3 1，---1---"¥ 1.5 Ir o-h"¥ 0.7 li .1."¥ 0.3 0.1 0.6 

0.1 0.4 

注 1) 第5表上欄のー農場平均賃金支出額に，第6事上欄のー農場平均請負労働支出額を加

草した数字。

2) 衰の作成方法は第5表と同様である。
出所 1969Cen叫ん Vol.JI. Chap.， pp. 8， pp. 70-247， pp. 268-271. 
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第 8表賃金・請負労働・機械賃作業支出額'0より換算した常雇・年雇労働者

の一農場平均使用人数

~¥¥F情階層|クラ 1クラス クラス クヲス クラ A タラ λ

農場の型¥¥¥1 1a Ib | II m N V II-V計

農場平童全 野 菜 136，59ド1ル 17，849 1 6，991 1 2，531 1 1，011 1 527 1 18，965 

家 禽 17，3971 1，697 1 642 1 381 1 253 1 207 1 3，379 

種々のもの 104，538 1 14，422 1 5，221 1 1，969 1 757 1 989 1 9，275 

その他畑作 90，526 1 9，985 1 3，670 1 1，708 1 710 1 405 1 9，314 

労働重牧 畜 24，389 1 6，029 1 2，357 1 1，002 1 495 1 337 1 2，<回l

果 物 116，7011 21，3651 8，8181 4，0951 1，9401 1，1851 11，268 

肉畜 12，3761 2，424 1 1，129 1 631 1 375 1 275 1 1，092 

綿花田，7721 13，263 1 5，281 1 2，268 1 1，065 1 516 1 4，321 

酪 農 27，4771 1，518 1 1，117 1 587 1 281 1 173 1 1，727 

普通作 55，7541 7，470 1 2，401 1 1，071 1 548 1 377 1 2，495 

商業穀作 24，011 1 4，551 1 1，556 1 748 1 428 1 296 1 1，289 

犬こ (;f こ 89，753 8，162 1 3，765 1，727 756 399 1F448 

野菜Ic資〕 574475129111 O 4 O 28.0  
I¥.:RJ 39，2 15，1|2，0l0，7 1 0，3 1 0，2 1 5，4 

，， '家禽 ( 資〉 73〆中、0，71 ()，3 1 0，2 1 0，1 1 0，1 1 1.4 
5.01¥.. ノ 0，51 0，2 1 0，1 1 0，1 1 0，1 1 1.0 

幽種々田もの Ci官 i!!，~ Ici官、 &11 UI  MI  ~I MI  3B 
J.'l'E I ~:'R ，-< '0 'D V_J 1¥.J=l，.，i 30，01¥.Pl.，14.11 1.510.6 I 0.2 I 0.3 / 2，7 

場 38，11，=， 4，2 1 1，5 1 0，7 1- 0，3 1 0，2 1 3，9 
平その他畑作〔齢制 Ic資〕 29 111 05 021 01| 27 

均 牧 畜 資) ，~，~ Ic 大〕 25 10 o 4| 且21 0，1 1 1.0 
常 7，0i1，7/ 0，7 / 0.3|0.1 / 0.1 / 0，7 

49，1 1，=， 9，0 1，_， 3.7 1 1.7 1 0，8 1 0，5 1 4，7 
扉果物 Ic資〉 3351(資〕 61(資) 25 1 i:i 1 0:6 1 0:3 I 3，2 

. 肉 畜 ( 資) ~'~ Ic 中、1，01r中、 ~51 031 021 011 05 
年 |3，6| ノ 0.7¥ノ 0，3|0，21 0，1 1 0，1 1 0，3 

雇 綿 花 ( 資〕
251 〔出、 5，6Irー←、 2.2/ 1.0 / 0，4 / 0.2 / 1.8 
17.2 且ノ 3，8k八ノ 1，5 0，7 0，3 0，11 1.2 

換 酪 農 /設D 1~，~ Ic ーい 1，9Ir 中、0，61 0，2 1 0，1 1 0，~()，7 
算 、貝 7，9 人ノ 1，3|¥ ノ 0.41 0，2| 0.1 1 0，0 1 0，5 

人 |23，413.1Irrh"¥ 1.0Ir，-h¥ 0.5 I . 0.2iu，2 1 1.0 
普通作〔資〉 160(資) ;;:i|(中〕 07|(中〕 031 0，2 1 0，1 1 0，7 

数 l10.1Ir-+-"¥ 1.9 Ir.-hl 0.7 Ir ，k'， 0.310，2 1 0，1 1 0，5 商業 穀作(資)069|(大)13〔中〕 04〔小〕 02 01 01 o 4 
ヤ

37，7/，~_ 3，4 /， ，_ 1，6 /， ，_ 0，7 /， ，， 0，3/ 0，2 / 0，6 
たば.::.IC資)258|(資〕 23|(大)11|〔中〕。;い 021 01 04 

注 1) 第7表上欄のー農場平均賃金請負労働主出額に第6表下欄のー農場平均機械賞作業

支「ドJ自の Z分の 1 (半額〕を加草した数字ー

2) 表の作成方法は第5表と同様である。

出所 1969 CenslIs， Vol. II， Chap. 8， pp_ 70→247， pp. 268-271. 
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中農の 3つの経営群(農産物販売額2万ドル以上の農場〕が，アメリカ農業生産の

大半(農産物販売額の70%以上〉を担っていることを確認したが，農場の型別にみ

ると，クラλIa層だけで70%以上を生産する野菜農場から， クラス Ia~ク

ラλN層全体で，ょうやく 70%をこえるたばζ農場に至るまできわめて変化に

富んでいる。また，同ーの販売額階層tも部門ごとに農場の階級的性格が異な

るので，最後に，各部門の農業生産の主要な担い手〈第7表および第 8表t数字

がイチック体D部分〉を階級的性格別に整理しておく。

(a) 生産を主として資本主義経営で担う部門 野菜・「種々のもの」・「そ

の他畑作」・果物の 4農場経常

(ゆ生産を主として資本主義経蛍と大農で担う部門一一牧畜と綿花の両農場

経営

(0) 生産を主として資本主義経営と大農および中農経営で担う部門 家禽

-肉畜・略農・普通作の 4農場経営

但) 生産を主として資本主義経営と大農・中農および小農経営で担う部門

一一一商業穀作とたばこの両農場経営

小農経営が生産の中心的担い手の一角を構成する最後の商業穀作・たばこの

2農場経営でも，中農以上層だけで農産物の65%以上を販売しており，小農の

役割が比較的大きい乙の 2部門でさえ，小農およびそれ以下の噛層の農産物生

産全体に占める割合は 3分の 1程度に低下している。今Hのアメリカ農業では

小農経営〈およびプロレタリ γ経営〉の農業生産に果たす役割は非指に小さくなっ

ており，程度の差こそあれ，いずれの生産部門でも資本主義経営や大農経蛍が

生産の主導的役割を果たLていることが，以上の実証分析から明らかであろう。

VII小括

本稿の主要な課題は.6lJ年代のアメリカ農業構造の急激な変貌の過程で，大

規模農場経営の農業空産全体に果たす役割がどのように変化してきたかを解明

すると同時に，今日のアメリカ農業における大規模農場経営の階級的性格を，
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従来からの論争点をふまえて，実証的に分析することにあった。

これまで各章の末尾でも，ある程度草ごとの結論を要約してきたが，今一度，

論文全体をとおした主要な結論をまとめて結びとしたい。

第一ーに，アメリカ財界の有力者たちで構成する経済開発委員会 (Committee

for Economic Development)が， 最近公表Lた新農業政策提言一一一「変化しつつ

ある世界の食糧必要量に対応するアメリカの新農業政策」 でも明言してい

るように，との10年間の農業構造の変質過程で，農産物販売額 2万ドノレの線を

境にして「容易に区別できる二つの農業部門」が形成されたことである制。販

売額2万ドノレ以上の少数の大規模農場経営は，機械や賃金に多額の資本を投じ

て，合衆国の全農産物の80%近くを生産するのに対して，販売額2万ドノレ未満

の 200方以上の農場経営は，農業生産からの収入が一般に少なく，賃労働を中

心とする兼業収入によって家討を支えている。今日では，この両経営群のアメ

リカ農業生産全体に占める地位は全〈対照的であり，農業の機械化や農場の陪

級的性格を規定する賃労働使用の面でも，大きな差異がみられる。

第二に，大規凶模農場経営における資本と生産の集積は，さきの販売額2万ド

ノレ以上層の農場数の増加によっても促進されているが，今日のアメリカ農薬の

最大規模農場では，工業生産で一般にみられるように，農場数り増減にかかわ

りなく高度化している。

第三に，連邦政府の生産調整や価格支持政策の影響を強くうけている主要作

物部門ー←小麦・飼料作物・綿花など では，農業収益と政府補償金の分析

で明らかにしたように，多数の家族農場経営よりも販売額 2万ドル以上の能率

的な大規模農場経営に，国家資金が重点的に投じられていると左がわかった。

今日の連邦政府の一連の農業政策は.家族農場経常の育成を一応諮ってはいる

32) Committee for Economic Development， A New U. 5. Fa円n Policy for Changing 

lVorld Food Nee，ゐ A 品atementby the Research and' Po/icy C.四unitteeof the 

Committee for E.回nomicDevelotment， 1974. 星野真知子松浦幸子訳，アメリカの新産
業政策提言 世界食撞事情の変化に対応一一， rのぴゆく農業」描449450合併号，昭和5[年 6

且， 21ベータ， 27← 28へージ。
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が，現実には農民層内部の階層分解を促進し，少数の大規模農場経営の資本と

生産の集積を助長する役割を果たしている。

第四に，農場の機械化の進展の度合は，生産部門によっ ζ大きなひらきがあ

るが，機械と賃労働と農産物の大規模経営による集積の程度は照応した関係に

ある。農業における有機的構成の高度化によって，賃金労働者の絶対数は減少

するが，このことが即，機械と賃労働が相互に排除しあうことを意味するもの

では決してない。機械化がもっとも進んでいる大経営では，有機的構成の高度

化の過程で，賃労働の集積もまた急速に高まっている。

第五に，農業機械の発葬によって，多くの司君産部門で大量の労働刀世必要と

する農繁期は，作付けや収穫作業をおこなう一時期だけに限られるようになり，

賃金労働者の雇用日数は総じて短くなづてきている。このため今日では，賃金

労働者数よりも賃金支出額を指標にした方が，農場における賃金労働者の使用

規模をより正確に把握する乙とができる。また，今日の農場経営は，農作業の

一部分を，請負労働(手労働部分〕や機械賃作業(機械労働部分〉などの多様な形態

で，外部の「農業サーピ見事業J部門に委ねるケ-;7-，がしばしばみられる。農

場がこうした部門に支払う作業委託料には，賃金部分が含まれており，今日の

賃労働分析では，賃金支出額とならんで請負労働や機械賃作業などへの支出額

を加味した分析が重要である。

第六に，機械化ω進展にともなって，家族労働者の使用人数や年間労働日数

が急速に減少している事実にも注目Tる必要があろう。 ζ れまでは，主として

賃金労働者数の減少が問題にきれてきたが，家族労働者の農業からの離反も近

年著しい。農場における賃金労働者が減少しても，家族労働者が賃金労働者以

上に急減すれば，農場における賃労働依存率は高まるのであり，賃金労働者数

の減少. RP.農場の資本主義的性格の後退を意味するものでは決してない。

最後に，第VI章で〈わしく分析したアメリカ農業の階級構成と生産の主要な

担い手の問題について要約しておζ う。農場における賃金・請負労働・機械賃

作業支出額を指標にして，各階層の賃労働使用規模を祖定 L.農場における家
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族労働力構成をも考慮に入れて階層分析をすすめた結果. 1960年代来の合衆国

の全農場経蛍は. 2 % (約 5.2万農場〕の資本主義農場経蛍と 6%の大農. 12% 

の中農，約80%の小農およびプロレタワア経営から構成されていると推定した。

そして，さきの経済開発委員会が今日のアメリカ農業生産の中心的な担い手と

明言している農産物販売額 2万ドル以上の大規模農場経営ほ，農場全体として

みると資木主義経営(販売額10万ドルJ;l上層).大農 (4 万~10万ドル層L 中農( 2 

万~4方ドノレ層〕の 3 経常群からなっており，販売額 2 万ドノレ未満層は，ほぼ小

農とプロレタリア経営であると判定した。

農場の型別に比較しても，大半の生産部門では，資本主義経営と大農経営に

よって生産が中心的に担われ， 部分中農経営によって補充されているのが現

状である。小農経営の役割が比較的高い商業穀作・たばこの両農場でも，小農

およびそれ以下の諸階層の生産全体に占める割合は 3分の l以下であり，今日

のアメリカ農業生産は，生産部門ごとの差異を考慮に入れても. 3経営群から

なる大規模農場経営，即ち，資本主義経営を中軸にして，大農および中農経営

によって中心的に担われていると判断してよかろう(もとより，資本と生産を集

積する大規模な資本主義農場経営といっても，資本主義的工業生産とちがって，数万な

いし数十万人の賃金労働者を使用し， 数社で当該部門の生産を独占するような独占的大

企業とは段階を異にするものであるがアヘ

第V章で紹介したソビエトの研究者のように，販売額2万ドル以上の大規模

農場経営をすべて資本主義経営と規定したり，アメリカの多〈ゐ家族農場優位

論者や大内氏のように，販売額2万ドル以上層の大部分の鼻場経常事じ家族農

場経営ない Lは，小農経常の一部分としての「大型小農」などと規定するのは，

いずれも今日のアメリカ農業生産の現状からは，かなり遊離しているように思

われる。<以上〉

33) 最大規槙の1，586の“百万ドル農場"では9.6万人の常雇労働者を雇用しているが.( 農場平均
使用人数は61人).合衆国の工業部門では，アメリカ電話電信会社正AmericanTelephone and 
relegraph Company，労働者使用人数約100万人〉のように，単独自企業で“百万ドル農場"の主
常雇労働者(9.6万人〕り約10倍の労働者を使用する大企業も存在する (E.Bert， opρt.， p. 20.). 


